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連盟長賞 

スカウトの部

横浜第９５団 三尾奏太「ビーバー三人衆」 

横浜第３０団 杉本 孝子「カブスカウトは」 

連盟長賞 

指導者・保護者の部
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年次総会を経て、平成２５年度が無事に始まりました。 

 

総会報告 
今年度は横須賀地区の担

当にてご準備を頂き、平成２

５年５月１２日（１３：００

～１７：００）にヴェルク

よこすかにて滞りなく開

催されました。 

例年通り、第一部にて富

士章スカウトの紹介から

始まり、県下のスカウト・

指導者・隊・団等、運動に

貢献された皆様の表彰が

行われました。昨年度は１

７名の富士章スカウトが

誕生し、当日は１３名のスカウトが佐野副連盟長から富士章

スカウトだけが持てる記念品を一人一人に手渡され、その後

に今後の活躍を期待しつつ激励の言葉がありました。第二部

では総会議事が滞りなく進みました。 

第二部終了後に横須賀地区の指導者参加による獅子舞のアトラクションもあり、和やかな総会の締め

と平成２５年度スタートの景気つけになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ヴェルクよこすか

平成２４年度の富士章スカウトとそれを支えた保護者・指導者 

佐野副連盟長 挨拶 

受章を喜ぶスカウト達 

地元の皆さんとの熱い交流 ボーイスカウトのお正月！？ 

平成25年度が好発進 
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神奈川連盟には９つの運営委員会があります。各委員会の紹介を兼ねて、昨年度どのような活動を

していたか、報告します。 

 

１）スカウトフォーラム２０１２ （９／２９～３０） 
厚木市七沢自然ふれあいセンターにおいて、１泊２日の日

程で開催しました。参加者は、ベンチャースカウト１３名で

ファシリテータ２名の２個班により行いました。 

基調講演は、県連盟小林副コミッショナーが行った。基調

講演で始まりスカウト達はグループ討議を重ね、自分達は

「なにをすべきか」を２日間かけて話し合い、少しずつでは

あったがグループの考え方をまとめていました。RS 年代の

ファシリテータの２人も、スカウトと一緒に悩み、一生懸命に支援してくれていました。 

それぞれの班は時間に追われながらも、食事中や休憩時間も惜しまずに討議していた光景は、とて

も頼もしく感じた。いよいよフォーラム終盤となり、どうにか採択文及びアクションプランを作りあ

げることが出来ました。これが実行に結びつくかは彼等次第となってくるが真剣に取り込む姿勢は、

将来のスカウト活動に期待がうかがえました。 

また、１１月２３日～２５日に福島県国立磐梯青少年交流の家にて開催される全国大会へ、神奈川

連盟代表１名を派遣しました。 

 

２）プロジェクト発表会 （３／２） 
参加スカウト１７名、参加指導者２２名での開催となった。発表者としては、ベンチャースカウト

１名、ローバースカウト２名の３名がエントリーし、発表では、限られた時間内で目的目標とプロセ

スを的確に捉え、そして評価反省でもしっかりと述べられていました。 

質疑では、参加スカウト及び指導者からのたくさんの質問があり、発表者は汗だくになりながらも、

自信を持って各質問に受け答えしていました。 

後に“プロジェクトについて”と題し、清水進歩担当コミッショナーからの講演の中で、アドバ

イスを戴くことが出来ました。 

参加者にはボーイスカウト年代もおり、今後挑戦すべき事柄でもあり、真剣な表情で聞いていまし

た。今回も有意義な発表会であったと思いました。 

 

３）平成２４年度 富士章スカウト 県庁訪問  （３／２８） 
平成２４年度に富士章スカウトとなった１７名中１５名が、県庁に集合して県連役員４名含め総勢

１９名が、表敬訪問した。スカウトは１５：００に集合し、ＢＳ神奈川連盟振興議員連盟の表敬訪問

を行い、久保寺様から励ましの言葉を頂戴しました。黒岩知事への表敬訪問を前に保安員による新庁

舎の屋上からの景色や議会議場等に案内して頂きました。黒岩知事への表敬訪問は、約３０分と限ら

れている中で開始されました。黒岩知事からの挨拶の中で、私も「ボーイスカウトをしていました」

の言葉に、スカウト達は緊張から少し脱出したかのように顔がほころんでいました。 

黒岩知事はスカウト達に、「マグネット神奈川」について話され、黒岩知事からの質問に対し物怖

じせず元気良く答えていました。また、スカウト達も質問し充実した懇談だったと感じました。 後

に集合写真に収まり、黒岩知事は終始笑顔でした。  

特
集 

進歩委員会 富士章面接をはじめ、スカウトの進歩

にかかわる事業を展開しています。 
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４）富士章スカウト県連面接会 
富士章の 終認定として、県連では年間数回の面接会を実施しています。その面接会を経て、日本

連盟に届出を行い、認定された富士章スカウトが平成２４年度は１７名います。その一覧を以下に記

載します。プロジェクトの実施のヒントや技能章の習得参考などになればと思います。 

平成２４年度富士章スカウト 

（平成２４年４月１日～２５年３月３１日に認定されたスカウト）

No. 氏名 

 

地区 プロジェクト 宗教章 技能章 

（基本三章を

のぞく） 

所属団 

隊長 分野 プロジェクト名 

1 外山 恵理 

  

  

横浜中央 国際文化 我是日本人 仏教 

（曹洞

宗） 

スキー章 

横浜 107 団 奉仕活動 ボーイ隊より楽しむ９日間 スケート章 

大久保哲雄 社会・地球環境 世界をゲームでイッてＱ！  

 高度な野外活動 空を飛びたい！  

2 今井海南江 

  

  

横浜中央 国際文化 我是日本人 仏教 

（曹洞

宗） 

スキー章 

横浜 107 団 奉仕活動 ボーイ隊より楽しむ９日間 スケート章 

大久保哲雄 社会・地球環境 世界をゲームでイッてＱ！  

 高度な野外活動 空を飛びたい！  

3 佐藤 嶺香 

  

横浜 国際文化 テーブルマナーを身につける カトリ

ック 

洗濯章 

横浜 73 団 文化活動 関西文化交流プロジェクト 絵画章 

菅谷 良和 専門分野・得意

分野の探求 

絵画プロジェクト  

4 佐藤 和悦 

  

横浜 文化活動 関西文化交流プロジェクト カトリ

ック 

珠算章 

横浜 73 団 専門分野・得意

分野の探求 

化学でクリスマス集会を盛り上げ

よう 

茶道章 

菅谷 良和 奉仕活動 キャンポリーでの野点（野外お茶

会）開催 

 

5 高崎 大輔 

  

県央 高度な野外活動 「キャンプでチーズケーキを作ろ

う」 

仏教 

（浄土

真宗） 

わら工章 

海老名 2 団 奉仕活動 ～「3.11」彼らのことを忘れない

で～（震災支援） 

森林愛護章 

棟近 弘之 専門分野・得意

分野の探求 

キャンプで使えるラジオを作ろう  

6 岡崎 麻美 

  

横浜 体力づくり/スポ

ーツ 

六甲山縦走 キリス

ト教 

介護章 

横浜 130 団 奉仕活動 ボーイ隊奉仕 看護章 

永井健志 国際文化 書道 武道・武術章

7 片岡 理沙 

  

横浜みなと 高度な野外活動 15ＮＪででっかく羽ばたけ！ 曹洞宗 手話章 

横浜 68 団 奉仕活動 オーバーナイトハイク 天文章 

池田 努 国際文化 オーストラリア短期留学派遣  

8 内田 健太 

  

横浜 文化活動 金を求めて三千里 曹洞宗 看護章 

横浜３団 高度な野外活動 15ＮＪを楽しもう（アーケード作

成） 

野営管理章 

加藤一彦 専門分野・得意

分野の探求 

１万円でＰＣを作ろう  
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No. 氏名 

 

地区 プロジェクト 宗教章 技能章 

（基本三章を

のぞく） 

所属団 

隊長 分野 プロジェクト名 

9 山本 明博 

  

横浜 高度な野外活動 水節約キャンプ 浄土真

宗 

看護章 

横浜 79 団 体力づくり ５００キロ自転車プロジェクト 介護章 

野々目慎一 専門分野・得意

分野の探求 

もっと身近な植物の薬効を利用し

よう 

自転車章 

10 早田紗和子 

  

横浜中央 奉仕活動 ＢＳ隊スカウト技能向上 浄土真

宗 

消防章 

横浜 112 団 高度な野外活動 空を飛びたい 森林愛護章 

中司嘉克 専門分野・得意

分野の探求 

ＰＲホームページ作成  

11 田山 大悟 

  

横浜中央 奉仕活動 世界をゲームでイッてＱ 曹洞宗 スケート章 

横浜 107 団 高度な野外活動 クライマーになる 武道・武術章

大久保哲雄 専門分野・得意

分野の探求 

目指せ柔道家  

12 若松 優吾 

  

県央 奉仕活動 東日本大震災に伴う支援活動 浄土宗 森林愛護章 

相模原 10 団 国際文化 Paper of Japan 武道・武術章

加藤昌位 高度な野外活動 サバイバル  

13 前田 圭介 

  

横浜 奉仕活動 ＣＳに伝えるスカウティングの～

自分の体験をもとに 

浄土宗 看護章 

横浜 89 団 文化活動 会津武士に学ぶ「ちかいとおきて」 音楽章 

山本忠久 専門分野・得意

分野の探求 

”引き出す”指導方法の探究と実

践 

 

14 渡邊 航 

  

横浜 高度な野外活動 サバイバルキャンプ in 新潟 曹洞宗 自転車章 

横浜 20 団 国際文化 ＷＹＢＢ 野営管理章 

田原雅浩 社会・地球環境 ＲＥＤ ＬＩＳＴを追え  

15 原科 颯 

  

横浜 文化活動 Go for if！～定期演奏会 高野山

真言宗 

看護章 

横浜 130 団 国際文化 震災プロジェクト in 22ＷＳＪ 介護章 

木村圭祐 高度な野外活動 縦走へ北アルプスにおける数日間

の 

 

16 相原 直幸 

  

県央 専門分野・得意

分野の探求 

みんなで釣り章を取得する 真言宗 釣り章 

海老名１団 文化活動 夏目漱石「こころ」文跡巡り 森林愛護章 

川口 清 奉仕活動 被災地への支援  

17 丹内 一成 

  

横浜中央 奉仕活動 年頭集会+親子親睦ゲーム大会 神道 消防章 

横浜 65 団 高度な野外活動 DIVE&GET 森林愛護章 

山川 浩 専門分野・得意

分野の探求 

paper Vehicle-made by us-  

“プロジェクトの内容を見たい”・“プロジェクトの事で質問がしたい” 

というスカウトは、今年度も開催される“プロジェクト発表会”に参加してみ

てください。全てではありませんが、発表や質疑応答があります。 

ヒントが手に入るかもしれませんよ。 
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１）横浜みなと祭り沿道警備（５月４日） 
県連各隊スカウト（BS 以上）、指導者、総勢３９１名が沿道警備にあたりました。 

パレードには横浜地区からカラーチーム隊、横浜地区カブ隊 隊旗集団、孝道教団健児隊（横浜第

５７団）ガールスカウト（神奈川県第２５団）が参加した。沿道からは大きな歓声と拍手がわき上が

りました。 

 

２）ちびリンピック奉仕（５月５日） 
日産スタジアムで行われたちびリンピックに神奈川連盟から横浜地区、県央地区、２地区のスカウ

ト２３名、指導者２３名、その他３名総勢４９名でちびリンピック行進奉仕活動を行いました。 

 
３）「スカウトの日」即日集計報告（９月１７日） 

参加団数７５ヶ団、参加人数２８８９名でした。 

過去３年間の全国即日集計データは次の通りです。 

 参加団 参加人数 空き缶 ペットボトル 

平成 22 年度 1,066 37,158 71,389 31,015 

平成 23 年度 987 33,855 57,508 25,000 

平成 24 年度 1,119 39,872 49,280 28,418 

 

４）新緑化推進事業 
実施期日：平成 24 年 10 月 7 日（日）〜8 日（体育の日） 

会  場：「魚止めの森」相模原市緑区鳥屋奥野地内 

相模原市の「魚止めの森」での新緑化推進事業

は３年目を迎えました。  

今年も台風の影響なども懸念されましたが、天

候に恵まれ約 60 名のスカウト、指導者が「魚止

めの森」につどいました。 

初日（7 日）は、森林についての理解を深める

ため、「樹木観察」「作業準備（作業径路の補修、

植林箇所の刈払）」「森林愛護章講習会」を行いま

した。スカウト達は、先輩達が切り開いた道の補

修を「クワ」「カマ」「ツルハシ」を振り真剣に行

っていたことが印象的でした。特にベンチャーは、

2 日目に植樹する箇所の刈払など重要な仕事を

率先して行いました。 

2 日目（8 日）は、かながわトラストみどり財

団より提供された「コナラ 25 本」「ミズナラ 27

本」及び「スカウトの育てた苗木（ミズナラ）1

本」を植樹しました。一人当たり 1 本程度の植林

ですが、3 人 1 組でベンチャーの指導のもと、1

本 1 本丁寧に植えることができました。 

2 日間に渡って、森林作業体験し森林について

野営･行事委員会 スカウトが参加する行事の中で、特に野外で

の事業をメインに展開している委員会です。 
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理解を深めることができたと思います。また、山

の仕事の大変さそして、やり遂げた時の達成感が

味わうことができたと思います。多少のヤマヒル

の吸血被害があったもの事故はなく、予定通り日

程を終えることが出来ました。 

 

 

 

 

 

５）野営場マップにむけてのアンケート調査（１１月～） 
各団が所有している野営場が公開され、神奈川県内の団が交流できたらと思い、野営場についての

アンケートを実施しましたが、残念ながら回答した団はわずか９ヶ団。よってマップ作りは見送るこ

ととなりました。回答していただいた団にはアンケート結果を報告します。 

 

６）９０周年きずなウォーキング（平成２４年４月～２５年３月３１日） 
日本連盟創設９０年の記念行事として、全国の

各団が目標９０万㎞にむけて歩きました。神奈

川連盟の多くの団が積極的に参加し、神奈川ラ

ンキングに名を連ねました。野営・行事委員会

では神奈川ランキングを独自に作り各団に奮起

をうながしました。 

平成２５年度年次総会で上位５ヶ団を表彰し

ました。 

 

  

県連順位 地区 団 

１ 県央 相模原第５団 

２ 湘南 鎌倉第２団 

３ 県央 相模原第７団 

４ 川崎 川崎第５４団 

５ 横浜中央 横浜第１３１団 
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理事長賞：指導者・保護者の部 

横浜第９４団 飯高 芳幸 

「さあ走ろう！」 

理
事
長
賞:

ス
カ
ウ
ト
の
部 

愛
川
第
１
団 

小
倉 

一
馬 

「
え
ぃ
っ
！
」 

総務委員会は、本年度から総務委員会、財務委員会、組織委員会、広報委員会の４委員会に分散され、

新たな総務委員会としての事業として、盟友の受章を祝う会、第３３回少年少女作品展の協力、第５回

写真コンテスト、そして、平成２５年賀詞交歓会を行いました。年度当初は委員会分散に伴い戸惑いも

ありましたが無事に事業を成し遂げることができました。これも各地区からの総務委員の方々のご理解、

ご協力の賜物と感謝申し上げる次第です。 

 

１）盟友の受章を祝う会 ６月３０日(土)  
於：ヨコハマ グランド インターコンチネンタルホテル 

本年度はたか章１名かっこう章８名の受章者を囲み、来

賓として県議会議員６名のご出席をいただき、総勢１０５

名で行うことができました。幹事役を前年度受章者と総務

委員会メンバーで行い、日本連盟理事長、他、多数の方々

より祝電もいただき、盛会に終わることができました。 

 

 

２）第３３回少年少女作品展  展示：１０月７日(日)～１３日(土)  
表彰式：１４日(日)  於：スカウト会館 

審査委員長として髙梨神奈川県少年少女育成協会理事長、審査委員として美術協会加藤先生、書道

協会島津先生、元校長先生山中様に審査いただきました。 

実行委員としてスカウト会館館長をはじめボーイスカウト関係、ガールスカウト関係、神奈川県子

ども会連絡協議会、会館職員そして総務委員会メンバー、横浜地区より２名のお手伝いをいただき、

作品受付から作品展示、表彰式の受付及び表彰補助、表彰会場の設営を行いました。 

 

３）第５回写真コンテスト 平成２４年１１月～平成２５年２月末日まで募集 

写真コンテストはスカウトの元気な活動の様

子を広く紹介したいとの目的から展開してきました。 

応募総数１０７点、応募作品はすべて、心のこもった作品でした。作品応募者及び推進していただ

きました各地区に感謝申し上げます。審査については当初の予定より１週間早く、県連登録時に出席

いただいた県連役員と総務委員会のメンバーで審査させていただきました。表彰状及び賞品の伝達は

３月２０日(祝)地区代表者会議時に副連盟長、理事長より伝達させていただきました。また、神奈川

県カメラ写真商組合様、スポーツオーソリティー秦野店様よりご協賛をいただき感謝申し上げる次第

です。 

 

総務委員会 神奈川連盟を運営するにあたり、

必要な事業を企画・展開しています。
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４） 平成２５年賀詞交歓会 １月１９日(土) 
於：横浜崎陽軒本店 

日本ボーイスカウト神奈川連盟及びボーイスカウト神奈川連盟維持財

団が共催致しました。主催者代表で神奈川連盟黒岩連盟長の挨拶から始

まり、在横浜大韓民国領事の洪慶子様よりご祝辞をいただき、来賓とし

て韓国派遣団指導者１３名及びスカウト振興議員連盟の方々１４名を

お招きしました。また、韓国派遣団、神奈川連盟と記念品交換を行い、

終盤では韓国派遣団指導者とゲームを行い和やかなムードで終わるこ

とができました。 

 

 

財務委員会の取組み事項と進捗報告として 

 

平成 24 年度ボーイスカウト神奈川連盟財務委員会は、4 名の委員で構成し県連盟の財務に関する

事項全般について県連事務局と協働して資金の収支管理、平成 25 年度予算案の策定を行いました。 

また、県連盟運営に関する事項や政策について県連盟正・副理事長、事務局長、県連盟コミッショ

ナー等と議論し、具体的方策の検討や各種の提言を行いました。 

 

財務委員会が取り組んだ事項 

① 連盟の収支決算について県連事務局との協働と会計処理の支援 

② 第 23 回世界スカウトジャンボリー(23WSJ)協賛金の協力依頼に関することならび

に県連盟の申込状況の確認と報告 

③ 県連盟保有資金(災害対策等準備金他)の有効活用の方法と科目組換えに関する議論

と上程案の作成 

④ ㈶ボーイスカウト神奈川連盟維持財団の公益法人化に関する支援と協力 

⑤ 神奈川連盟強靭化プロジェクト(PJ)企画(案)の提言と発足への支援と協力 

⑥ 平成 25 年度県連盟収支予算(案)の策定と上程案の作成 

写真商賞：スカウトの部 

横浜第１１２団 木谷 香月 

「ロープ結びってむずかしいな」 

写真商賞：スカウトの部 

大和第１団 中川 直路 

「一歩踏み出すために」 

写真商賞：指導者・保護者の部

横浜第３０団 金岡 浩二 

「おもちが」 

財務委員会 神奈川連盟の運営にあたり、健全な活動ができるよう財

務面から活動。表に出ることは少ないが重要な委員会です。



  

- 10 - 

広報誌「やまゆり No.114」～平成二十四年度報告特集号～

１）各種派遣事業 

平成 24 年度は、以下の海外派遣及び国際交流事業に県連よりスカウト・指導者が参加しました。 

① 第 29 回アジア太平洋地域/スリランカ連盟 100 周年記念ジャンボリー(スカウト：1 名) 

② 韓国スカウト連盟 90 周年記念 第 13 回韓国ジャンボリー(スカウト：9 名、IST：1 名、指導

者：1 名)  

③ 平成 24 年度韓日スカウトフォーラム(スカウト：2 名)  

④ 平成 24 年度 CJK ベンチャープロジェクト(スカウト：2 名)  

⑤ 日韓スカウト交歓計画(韓国スカウト招聘) 「日韓スカウトフォーラム」(スカウト：2 名)  

⑥ 日韓スカウト交歓計画(韓国スカウト招聘)  韓国スカウト・指導者のホームステイ受入 

(スカウト：87 名、指導者：13 名)  

⑦ スリランカ連盟 100 周年記念「スリランカ国際スカウト大会」（RISGO）(スカウト：1 名)  

 

２）ウエルカムザワールド(WTW)及び JOTA/ JOTI 

2015 年に山口県で開催される第 23 回世界スカウトジャンボリー：23WSJ を目標にした活動とし

ての「ウエルカム・ザ・ワールド：WTW」、「ジャンボリー・オン・ジ・エアー：JOTA/ジャンボリ

ー・オン・ジ・インターネット：JOTI」が、今年度(平成２４年度)各地区で展開・実施され、指導

者及びスカウトの国際感覚の向上に努めました。 

特に「JOTI/JOTA」の活動を県下各地区に広める為に、10 月 15 日に「JOTI/JOTA の事前説明・

勉強会」を実施し、それを基に 10 月 20 日～21 日は、三ツ沢公園青少年野外活動センターを中央局

として他 2 地区の各拠点で各国のスカウト・指導者達との交流を行いました。 

 

３）日韓スカウト交歓計画(韓国スカウト招聘) 韓国スカウト・指導者のホームステイ受入 

平成 25 年 1 月 10 日～1

月 23 日の日程で、韓国連

盟所属のスカウト 87 名、

指導者 13 名の合計 100 名

が来日しました。前半は広

島での「スカウトフォーラ

ム」(神奈川連盟からは 2

名がこれに参加)、その後韓国スカウト達は東北地方へ移動し「東北プログラム」に参加、1 月 18 日

に神奈川へ移動、18 日～20 日の 2 泊 3 日をスカウト 87 名は神奈川県下 41 の各ホストファミリー

宅で、指導者 13 名は川崎青少年の家で各々神奈

川県下のスカウト達・指導者

達との交流を行い、受入をし

て頂いたホストファミリー

宅の家族も韓国スカウト達

も、良い体験が出来ました。 

 

 

４）海外派遣報告会 

平成 24 年前半に各種の海外派遣・海外交流事業に参加をしてくれた、スカウトを中心に海外派遣

報告会を 9 月に実施し、約 80 名の参加者の前で夫々の派遣報告を行いました。  

国際委員会 国際交流に関することを行っており、主に海外派遣

やホームステイ等を取り仕切っている委員会です。 
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１）団運営研究集会 １１月２３日（金・祝） 
ＪＡ横浜みなみ総合センターにて、日本連盟理事長

奥島孝康氏の基調講演には、団運営者以外に各隊指導

者や保護者を含め約１７０名の参加があり、その講演

を基に８０名の運営者方々がグループディスカッシ

ョンを行い、各団の抱える問題点や解決方法の検討・

組織拡張の具体例を含めた情報交換等行うことがで

きました。 

 

 

 

２）組織拡張 
県単位で行う、組織拡張の方法の検討を行いました。平成２５年度以降に実行に移す事業内容の具

体的方法を企画しました。県内統一の募集チラシの発行や、組拡ツールの検討・活動紹介パネルの入

れ替えを企画中です。 

 

３）登録事務 
日本連盟の登録システム変更に対応できるように、具体的なマニュアルの作成等を行い、多くの問

題点が発生するも、何とか無事平成２５年度の初期登録受け付けを終了することができました。関係

者の皆様に感謝申し上げます。 

 

平成２４年度より安全委員会として活動しておりますが、健康安全委員会と災害支援委員会が合併さ

れたものとしてご認識ください。 

健康安全としての活動は、緑化推進事業魚止めの森におきまして救護所設置の支援を行いました。１

０月とはいえまだ「ヒル」対策は欠かせないもので、充分に対応したつもりですが１名被害に遭いまし

た。引率隊での事前チェックを厳重にすれば今後被害に遭われないと思われます。 

安全担当者講習会のマニュアル作成が、健康安全委員会の時から懸案となっており、平成２４年度中

検討いたしました。 

現在安全に関して、日本連盟が推し進める安全促進拡大フォーラムと、ウッドバッジ研修所の必須課

目の安全セミナー、そして安全担当者講習会の３つが有ります。各地区の安全委員はその違いを充分認

識して、研修所に行かない指導者に対して行う安全担当者講習会の内容を検討し、重要と思われる事項

を県連安全委員会に具申し、県連安全委員会はこれらの意見を平成２５年度前期に取りまとめて、マニ

ュアル作成の下地つくりにすることにしました。 

次に災害支援に関する報告です。９月１９日に開催されました神奈川県・横須賀市合同総合防災訓練

ですが、１０６機関、３００名の参加中、神奈川県連は、中川理事長を含め１８名でした。訓練参加の

組織委員会 毎年行われる加盟員の登録業務を一手に受ける委員会。

他にも組織拡張に関することの業務なども行っています。 

安全委員会 安全に関することや災害支援に関す

ることなどを行っている委員会です。 
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災害支援チーム要員は少なかったですが、指導者に引率されたスカウトの参加者数は年々多くなって来

ています。 

防災意識の高揚のため、是非今後も県・市合同総合防災訓練の見学を指導者の方はプログラムに入れ

てくださいますようお願いいたします。平成２５年度は平塚湘南海岸公園で開催されます。 

続いて開催されました防災ギャザリング２０１３は、主催者発表７００名の参加。県連ボーイスカウ

トスタッフ延べ１３名の参加。見学スカウトと指導者は３地区５８名でした。昨年よりも見学者は増加

しております。 

東日本大震災に関する災害支援関係ですが、発生から２年を迎えてボランティアバスの打ち切り等で

現地ボランティア参加者は減少いたしましたが、日本連盟より表彰をいただきました県央地区「わくわ

く隊」は４月２９日より１１月２８日の１２隊まで指導者７７名、スカウト２２名合計９９名が非加盟

員２３名とともに活動しました。（詳しくは県央ホームページを参照下さい） 

また「たい焼き隊」（南央地区）は４月２７日より１１月１日まで指導者１０名スカウト２名の参加で

鯛焼きプログラムを展開しました。 

たい焼き隊は、横浜４地区で行いＴＶかながわの取材を受け、３月３日に埼玉県加須市旧騎西高校へ

避難している福島県双葉町の方々にも鯛焼きと昆布茶で慰労のプログラム展開をしております。 

 

平成 24 年度 神奈川連盟開設指導者訓練状況 

種 

別 

課 

程 

 

期 

 

開設期間 

場 所 参加状況 

 参加者 内 

内県外 女性 

  

  

  

研 

  

  

  

修 

  

  

  

所 

  

  

  

  

BV 39 期 ファーストステップ 9 月 2 日 

9 月 15 日（土）～18 日（火） 

山中野営場 20 5 

2 

BV 40 期 ファーストステップ 11 月 11 日 

11 月 22 日（木）～25 日（日） 

山中野営場 15 3 

3 

CS 110 期 ファーストステップ 4 月 17 日 

4 月 28 日（土）～5 月 1 日（火） 

山中野営場 23 7 

1 

CS 111 期 ファーストステップ 9 月 9 日 

9 月 22 日（土）～25 日（火） 

山中野営場 16 5 

0 

BS 108 期 ファーストステップ 4 月 17 日 

4 月 28 日（土）～5 月 1 日（火） 

山中野営場 34 10 

4 

BS 109 期 ファーストステップ 9 月 9 日 

9 月 22 日（土）～25 日（火） 

山中野営場 24 6 

7 

VS 15 期 ファーストステップ 9 月 2 日 

9 月 15 日（土）～18 日（火） 

山中野営場 23 5 

2 

VS 16 期 ファーストステップ 11 月 11 日 

11 月 22 日（木）～25 日（日） 

山中野営場 16 1 

5 

  団

研 

27 期 5 月 3 日（木）～5 月 5 日（土） 川崎市 

青少年の家 

22 3 

  1 

スカウトスキル 

研修会第 6 期 

11 月 3 日（金）～5 日（日） 山中野営場 19 2 

 

今年度の予定は、随時案内をする予定です。 

  

指導者養成委員会 指導者の養成にかかわる全事業

を取り仕切っている委員会です。
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平成２５年度は・・・  

例年、総会にて事業方針が発表されますが、その内容についてここで紹介します。 

 

重点目標 

・ボーイスカウト運動の基本を大事にしよう 

・仲間を増やそう 

・地域に根ざした活動を展開しよう 

・ジャンボリーを成功させよう 

 

重点施策 

１．魅力あるプログラムの展開により、スカウトの進歩と上進を促す 

２．運動の魅力が分かる活動を実施する 

３．地域社会との連携を深める 

４．第１６回日本ジャンボリー、第２３回世界スカウトジャンボリーを成功させる 

５．これからの発展に向けた強靭な体質づくりを行う 

 

その中でも今年はスカウト共に楽しめる事業として、 

・神奈川スカウトラリー２０１３ 

・ＣＪＫベンチャー事業（日本連盟主催、神奈川連盟幹事） 

・第１６回日本ジャンボリー 

があります。各事業については本誌にて紹介をすると共に今後随時発信をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地区や団や隊はこういう事も考えながら、今年度頑張っています。 

一緒にボーイスカウトを盛り上げて、楽しい活動にしましょう。 
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～平成２５年度～注目イベント～ 

 

 

神奈川連盟のシンボルマーク決定 
 

公募の中から横浜第１３０団 BS 隊 

横山桃花さん（横浜地区）のデザインが

採用されました。 

そのデザインを元に 2 種類のマークが

作成され、ワッペン・ハット・幟にと、

この１６NJ で大活躍です。 

 

 

 

 

 

  

第１６回日本ジャンボリー 

2015 年には世界中のスカウト

が大集合の 23WSJ がここである

そうだよ。その時は、このエリア

を全部使うそうだよ。 

楽しみだね！！ 

16NJ マスコット

の福太といいます 

約 2,000m 

約
1,

00
0m

 

スカウトが 

生活する場所 

楽しいプログラムエリア 楽しいプログラムエリア 

楽しいプログラムエリア 

16NJ の場所って、どんなとこ？

 開催期間中も現地から情報発信が

あるので、日本連盟や神奈川連盟の

ＨＰをチェックしてみよう。 

神奈川の仲間からの発信もあるぞ！ 
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皇太子記念館 こどもの国入口 

無名戦士(アンノウンソルジャー)の像 アンノウンソルジャーの実話 

秋
に
神
奈
川
の
ス
カ
ウ
ト
が
大
集
合
だ
よ
！ 

場
所
は
こ
ど
も
の
国
だ
っ
て
、
楽
し
そ
う
だ
ね 

詳細は後日 

案内があります 

ス
カ
ウ
ト
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、 

友
達
も
一
緒
に
参
加
が
出
来
る
ん
だ
よ
！ 

世界のあそび… 

どんなのかな？ 

楽しみだね！ 

あ
の
有
名
な
お
話
の
像
っ
て
、 

こ
こ
に
あ
る
ん
だ
よ
！ 
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神奈川連盟 事務局情報 

県連事務局では、県連の運営及び各委員会の支援及びスカウト用品の販売を行っています。 

その事務局の営業時間及び営業日が今年度から変わったのでご連絡いたします。 

事務局運営情報 

 業 務 時 間 ： １０：００～１７：００ 

 定 休 日 ： 日曜日・祭日・月曜日・木曜日 

（月が祭日の場合は翌日） 

年末年始・夏季お盆期間 

 

 

 

 

 

アクセスは… 

相鉄線二俣川駅北口より・・・ 

相鉄バス 

 ３番乗り場から 

旭２１旭高校入口行 で４分 

１番乗り場から 

旭２３運転試験場循環 で７分 

 「ニュータウン第２」バス停下車、目の前。 

徒歩で約１５分 

 

編集後記 

昨年度、総務委員会から広報担当が分離し、広報委員会として活動が始まりました。一年かけて検

討を進めてきたのが県連のホームページ運営方法とやまゆりの復刊についてでした。その結果、編集

のマンパワー問題や予算の問題等々色々とありましたが、やはり必要との判断でこのたび、数年ぶり

のやまゆりの復刊となりました。 

今後ホームページの運営状況の改善を行いつつ、一般の方々及び県下加盟員に向けて、有益な情報

を発信できればと委員会を進めております。 

また、今年度は写真コンテストも広報委員会が受ける事になり、今まで以上に盛り上がっていけれ

ばと思っておりますので、ぜひ多くの応募をお待ちしております。 

これからも、やまゆりの発刊については方法（紙面、HP）等の発信方法を検討しつつ継続的に発

行をしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

〔発 行〕 平成 25(2013)年 7 月 15 日 〔発行人〕 日本ボーイスカウト神奈川連盟 中川 玄一 

〔編集人〕 神奈川連盟 広報委員会 〔印刷所〕 （電子配信版） 

〔事務局〕 〒241-0815 横浜市旭区中尾 2-1-14 スカウト会館内 ℡045-365-3421 Fax045-391-3422 

HP：http://www.scout-kanagawa.org/ 
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少ない人数で運営をしています。電話に出られ

ない事もあると思いますので、その際はしばらく

してのかけ直しのご協力をお願いします。 

広報委員会 広報紙の発行や県連のホームページ

のメンテナンス等を主に行っています。


